
足
瓶
の
数
と
､
形
態
上
の
粗
縁
を
保
つ
FJ
J
J
で
あ
る
｡

そ
の
二
､
膿
の
大
観
は
､
少
し
-
左
右
利
鞘
を
敏
や
､

左
右
開
側
典
に
腕
の
第

l
封
が
購
脹
⊥
互
､
排
状
の
膜

を
具

へ
た
rJ
と
が
明
に
'
数
は
之
れ
か
ら
分
泌
せ
ら
れ

妓
跡
が
.
螺
殻
上
に
曲
線
に
ょ
み
て
､
明
瞭
に
現
れ
て
ゐ
る

こ
と
で
あ
る
｡(
刑
憶
散
で
あ
る
が
､
該
動
物
の
幼
時
に

於
け
る
7P
の
㌧
化
石
で
は
あ
る
ま
い
か
と
息
は
れ
る
｡
)

を
の
三
'
螺
穀
上
の
波
状
線
が
著
し
-
外
部
に
突
出

し
､
外
縁
に
は
多
-
の
斑
鮎
を
有
す
る
rJ
と
で
あ
る
｡

以
上
の
排
由
は
.よ
う
､
前
記
の
通
わ
､
■
声
rJ
ぶ
ね

｣

(酢
魚
)
の
雅
で
あ
る
を
竪
-
信
ず
る
次
第
で
あ
る
L｡
要

す
る
に
､
最
近
頓
に
有
名
と
な
っ
た
同
地
産
の
化
石
と

は
.
多
分
似
耐
非
物
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
'
意
義
の
保

-
又
趣
味
の
多

い
も
の
で
あ
る
か
ら
､
飴
白
を
倍

T;a
た

次
第
で
あ
る
｡
(
柿
)

(昭
利
九
､
二

､
八
､
榊
)

L川J】一

那

琴

磯

民

俗
誌

赤

福

目

次

∵

淡

献

･3

俳
誌

の

研

光

二
'

れ
=.&Jに
捌
す
る
細

川

の
文
献

1.!P
IG
=.加
わ
鋸
見

川

､
'･;
I.lt
･=
ソ
〓
';～-i

九

､
.G

･:
加

の
分

村

…
桝

継

代

俗

談

小
机

六
､
源
制
と
拙
川

七
､
洗
内
に
於
け
る
榊

明

と
池
凪

八
､
れ
淡

の
川

光

二

茂
碗
民
俗
誌
の
研
究

.

数
年
凍
炭
磯
栄
藤
を
地
理
輿
的
万
両
T
芸

風
虐

さ
う

一.JJP

三
七



地

球

第

二
十
三
称

と
本
邦
内
地
の
主
要
数
附
は
勿
論
'
樺
太
､
朝
鮮
'
姦

幣
及
び
満
州
､
支
那
の

l
部
の
洗
場
を
訪
ね
て
み
ね
｡

殆

凡
ど
何
れ
の
炭
附
に
於
で
も
近
代
の
挺
鮪
機
構
の
下

に
大
資
本
家
が
大
機
械
力
を
以
て
其
の
土
地
の
泰
雄
の

粒
麟
組
織
､
習
慣
､
風
俗
等
を
無
税
し

て賓
は
目
ま
ぐ

る
し
い
活
動
を
頂
け
て
ゐ
る
｡
相
々
も
す
れ
ば
此
の
偉

容
に
傾
倒
､
舷
惑
せ
ら
れ
て
其
の
土
地
の
79
つ
地
坪
的

個
性
を

見
逃
す
事
が
多

い
｡
そ
し
て
嘗
て
其
の
土
地
の

人
々
が

石

炭
と
共
に
如
何
な
る
蕉
活
を
続
け
て
釆
た
か

も
打
ち
忘
れ
､
カ
ゞ
現
在
の
経
済
組
織
は
追
従
し
て
省

み
ょ
う
と
は
し
老

い
｡
兼
多
の
古
地
班
的
在
民
俗
撃
的

研
究
課
題
が
此
等
の
炭
磯
地
に
下
積
み
さ
れ
て
ゐ
る
事

で
あ
ら
う
｡
地
排
撃
的
立
場
よ
～,L
は
精
々
離
れ
る
が
民

俗
撃
乃
至
は
土
俗
撃
的
方
面
の
資
料
を
炭
磯
地
に
求
め

た
ら
興
味
多

い
事
も
あ
ら
う
と
佐
々
木
彦

一
郎
氏
に
注

意
n
れ
ね
薪
も
あ
わ
､
機
骨
を
み
て
rJ
の
方
面
は
手
を

延
ば
r
uう
と
資
料
を
蒐
集
し
て
ゐ
ね
｡
科
撃
的
ほ
追
求

し
た
と
で
急
は
遮
げ
得
ら
れ
る
も
の
で
も
を
-
､
賓
際

炭
磯
地
に
親
し
ん
で
古
老
と
膝
を
交

へ
で
譜
-
､
塵
に

解

t
娩

宍

三
八

ま
み
れ
た
.
彼
等
に
は
殆
ル

ビ
何
ん
の
債
借
も
あ
-1
n

う
で
覆

い
記
蝕
む
探
-
出
し

､
整
即
す
る
廃
よ
･L5
出
費

し
夜
け
れ
ば
怒
ら
を

い
O
昭
和
九
年
七
月
.
八
月
沖
縄

経
由
婁
轡
は
渡
る
捻
.
覇
び
宇
部
､
筑
豊
.
三
池
の
譜
泉

田
は
若
干
の
日
数
を
費
し
た
｡
そ
し
で
石
炭
教
見
常
時

の
俸
散
と
か
.
古
代
の
採
炭
状
態
等
を
可
及
的
聞
き
取

っ
て
み
ね
｡
文
献
と
し
て
の
収
穫
は
筑
豊
石
炭
覇
業
組

合
月
報
に
掲
載
さ
れ
た
九
州
帝
大
致
援
岡
田
陽

一
博
士

の
『
石
炭
考
』
(
昭
和
三
年

11
月
)
『
本
邦
育
代
の
採
炭
技

術
に
就
て
』
(
昭
和
六
年
九
月
)
等
も
あ
か
'

九
州
帝

大
に
木
下
亀
城
博
士
を
訪
ね
て
数
を
受
け
ね
が
蓬
は
多

大
の
資
料
を
蒐
基

さ
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
岡
田
博
士
に
は

海
食

以
す
る
機
骨
を
失
し
て
終
っ
た
｡

汲
磯
民
俗
誌
小
稿
と
表
題
し
て
も
ほ
ん
の
若
干
の
考

察
に
過
ぎ
を

5,｡
賂
凍
補
っ
て
い
か
う
と
恩
ふ
｡
未
だ

泉
磯
を
主
題
と
す
る
古
拙
班
誌
'
民
俗
誌
等
に
事
を
鞄

め
ら
れ
た
も
の
は
少
-
､
敵
機
誌
や
'
石
炭
は
輔
す
る

薯
番
の

一
隅
に
数
行
散
見
し
得
る
に
過
ぎ
な

い
｡
岡
円

博
士
等
二
㌧
三
の
先
撃
が
注
意
せ
ら
れ
た
跡
を
受
け
て
.



こ
の
方
両
の
研
究
を
開
拓
し
て
み
皮
い
と
思
ふ
｡
御
教

示
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
｡

l
｢

石
炭
に
関
す
る
初
期
の
文
献

石
炭
が
何
時
頃
敬
見
せ
ら
れ
た
か
は
何
等
文
献
の
徴

す
べ
き
も
の
が
夜
-
､
石
炭
に
関
す
る
最
古
の
記
鉄
を

以
て
略
々
其
の
時
代
を
想
定
す
る
の
み
で
あ
る
｡

元
正
天
皇
の
養
老
四
年
庚
申
(脚
聖

か
日
本
書
紀
に

『
天
智
天
皇
七
年
七
月

越
囲
麟
】敵
土
輿
敵
水
.』

と
あ
る
が
乙
のnT"七亭四邦二八

∞
)
の
著
を

紀
一

組

六三三/ヽ-_･-

燃
土
に
踊

し

七
は
正
雪

一年
(糾
聖

篭

ニ
)
浪
速
衛
士
法
橋
寺
寺
島

良
安
の
著
在
る
倭
漢
三
才
間
食
'
地
六
十

.L
食
酢
石
類

の
項
に
次
の
如
-
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
｡

顎

按

讐

江
川
票

郡
詣

細

佐
野

山
野
l
耽

″

至

塊

豊

野

徴
赤
.
以
代
数

亦
臭
抑
雌
鵬
詣

雛

諾

二
慨
木

恵

亦
非
岩

也
越
晶

諸

帖

宕

レ
荒

等

紳
代
野

栗

木

新

例
地
‰

:i
"

数
十
盟

一

因
共
庭
草

]雑
木
珊
l倣
軍

政

物
も

然
越
州
赤
村
レ
之
則
恐

此

附
骨
之

改

也
日
本
型

式
失
敬
帝
七
咋
越
後
跳
zl]燃
土
輿
こ
燃
水
l斎
足
炎
』

叉

大

和

本

草

批

正

天
の

怨

水

類

右

脳

油

の
項

に

『
越

後

に
は
田
地
の
土

を
耽
り
燃
せ
ば
紅
に

燃
ゆ
る
地
あ
り
』と
あ

る
等

､

溌硫

民
俗
誌
小
柄

現
在
の
石
炭
と
同

一
硯
す
る
rJ
と
は
出
凍
得
覆

い
様
で

あ
る
｡
岡
田
博
士
も

『
燃
土
と
は
泥
炭
と
考
ふ
る
方
鼻

は
近
さ
が
如
し
』
と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡

石
炭
に
閲
す
る
本
邦
最
古
の
文
献
と
恩
は
れ
る
の
は

筑
前
開
府
風
土
記
で
見
原
益
軒
が
元
純
十
六
年

(詔

叫.州

諾

己

寄
木
で
撰
足
し
藩
侯
は
上
げ
カ
も
の
で
あ
る
｡

そ
の
中
に

遮
袈
郡
.
取
手
郡
､
寮
航
郡
'
槌
故
郡
､
宋
像
部
の
申
所
々
山
野
に
有

之
も
村
托
之
を
棚
り
15
て
新
に
代
用
ゆ
'
造
想
､
取
手
に
殊
に
多
L
t

頃
年
糟
顔
の
山
に
て
も
放
る
.
州
多
-
典
慈
し
と
い
(
北
ハ熊
も
え
て
火

久
し
-
有
'
水
風
呂
の
か
ま
に
た
き
て
よ
し
｡
民
用
に
僻
有
｡
新
無
き

盟
に
多
L
t
見
放
化
日
蝕
の
助
也
｡

と
あ

-
現
在

の
石

炭
に
関
す
る
記
録
在
る
乙
と
確
賓

と
恩
は
れ
る
｡
倭
漢
三
才
間
食
も
前
審
と
略
々
前
後
し

いし甘
み

た
確
賓
を
記
鉄
の

山
で
あ
る
｡
そ
の
石
泉

(
煉
炭
'
石

シ
ツ
衣
ン

墨
､
地
象
､
悠
石
'
鳥
金
石
)
在
る

頃

に

次

の
如
き
詳

細
在
記
述
が
見
え
て
ゐ
る
.

本
納
石
炭

南
北

紡
山
川
虚
多
古
則
啓
i
事
故
名
レ
之
今
以
代
″
薪
炊
饗
恨

.

鉄
鎖
石
l大
銭
こ
民
利
]
土
人
骨
駆
t
川
悠
ゾ
穴
横
入
十
億
丈
耽
之
有
こ
大

塊
]
如
1
石
光
番
有
下
疎
放
如
二
炭
末
義

上
映
作
二
硫
黄
窺
L以
レ
田
唄
レ
之
別

売

三
九
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青
竹

=

乎
レ
牛
撃

胴
川

北
石
肺

地
引

｡
カ

鞍

葱

次
筑
前
灘
崎
村
長
門
井
木

JH

l

村
多
和
ー之

土
人

州
㌧
川
▲枇
i之
以
代
〆
新
井
如
典
紋
地
多
順
両
難
新
之
此

乃
銭
こ

TL
助
,

相

は

順

々

同
時
代
の
記
録
と
し
て
山
崎
闇
解
の
弟
子

筑
後
の
人
藤
井
減
の
薯
で
正
徳
五
年

(醐
聖

霊

g
)
門

人
澗
薬
基
の
枚
し
た
閑
際
筆
記
が
あ
る
｡
内
容
は
前
藩

と
同
様
で
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

長
門
閥
船
木

山
に
ポ
あ

リ
O
色
舶
-

之
れ
を
頗
-
に
髄
-
燃
ゆ
｡
･H
人

新
の
代
に
炊
袈
す
∵
夜
は
鹿

と
な
す
9
刷
る
硫
熊
の
窺
祈
り
一｡
余
督
川

下
に

1
宿
す
O

親
し
-
見
る
伊
也
｡

恕
ふ
に
足
れ
前
脚
レ
硝
石
膳
の
光

き
こ
と
凝
櫛

の
如
し
と
富
ふ
物
の
封
撤
｡

噛

斬

小

錬

盈

著

者

伊

藤

億

が
莞

十
年
(詔

に

詔

b
)
は
生
れ
元
旦
翠

(醐
讐

冨

山仙)
に
殺
し
去

る
か
ら
潜
時
の
文
献
と
し
て
畢
げ
得
る
で
あ
ら
う
｡
易

本

7
巻
で
十
E
I貫
に
葵
の
如

き
記
事
を
児
視
る
｡

.TlE
閥
に
'C
に
も
ゆ
る
-和
あ
り
O
そ

の
包
鵜
-

し
て
光
あ

り
｡
地
中
よ
り

粕
川
し
て
人
家
炊
盤
の
州
に
伏
す
｡

多
-
た
け
ば

典
悲
し
L
と

首

(

少
｡
弟
長
準
兜
叫
始
め
て
奴
比
況
の
′久
･:>
･=米

(
甘
し
て
往
き
､
上
京
の
次

節
山
舵

誓

四

〇

で
小
な
る
も
の
F
.i
.塊
を
挿
頻
り
て
見
せ
け
り
｡
火
姐
に
入
れ
蜘
州
の

川
に
伏
す
れ
ば
淡

の
お
こ
る
ご
と
-
潜
時
に
迅
紅
に
な
り
て
小
塊
ゆ
ゑ

さ
の
み
あ
し
き
奥
な
し
｡.
被

の
近
泡
に
は
折
々
に
あ
り
と
首

(
リ
0

雲

聖

心
は

木

内
小
繋

が
明

和

九
年

(醐
讐

讐

著
し
た
も
の
で
前
記
の
記
錐
は
-
精
々
後
れ
る
が
商
篇

二
番
に
石
炭
に
関
す
る
記
事
i
J胤
は
れ
る
の
が
詳
細
は

述
べ
七
あ
る
｡

諦
閥
に
多

し
｡
色
鵜
-
泉

の
ご
と
-
木
の
ご
と
-
米
は
ポ
な
り
｡
山
中
t

に
伽
り
得
て
貧
拭
新
木
に
凋
ふ
o
鞍
だ
奥
き
物
也
o
予
考
ふ
る
に
元
水

木
の
化
し
た
る
物
な
る
べ

し｡
和
名
多
し
｡
筑
前
韻
略
に
て
モ
エ
石
と

い
ふ
9
加
数
上
野
に
あ
り
り
三
と
苫
ふ
O
ぼ
せ
を
鈴

の
句
に

｢
番
を
忙

.E･,
に

誰

○

ほ
へ
隻

丹

と
る
岡
の
海
の
北
｣(
香

に

匂

t
が
正
し
き
か
)
近
江
囲
甲
賀

郡
鎌
相
対
に
て
寧

b
新
に
用
ふ
｡
此
の
所
に
て
は
山方
木
と
首
ふ
01
同

閲

来
大
都
･=万
般
村
に
も
あ
り
｡
ウ
シ
と
首
ひ
土
ウ
シ
､
木
ウ
シ
の
こ

粍
あ

り
､
土
ウ
シ
は
不
レ
用
O
予
去
年
井
伊
に
至
り
自
ら
淵
り
見
る
に
牧
師
茄

に
あ
ら
ず
木
な
り
｡

山
中
不
レ
鵡
氷
る
に
は
あ
ら
ず
大
木

-
本
づ

1
枚

枇
と
も
に
あ
り
O
長
門
幽
船
木

村
に
て
か
ら
す
桁
と
首
ひ
'
丹
後
に
て

石
ズ
､､､
と
官
ひ
､
美
浪
鯛
本
基
部
発
老
村
､
州
税
図
鎌
倉
紬11~
非
横
､
上

野
五
料
'
越
中
立
山
'
紀
州
髄
…野
､
尾
張
､
伊
勢
'
藩
腰
に
里
つ
｡
乾

き
物
は
布
地
｡
牛
な
る
は
木
-T

東

な
る
は
土
也
｡
土
中
に
ツ
ク
モ
と

い
ふ
物
あ
=
,｡
水
薬
の
塊
な
る
物
に
て
土
の
ご
と
し
｡
新
に
用
ふ
.
石

炭
の
同
種
な
り
..
虻
江
圃
来
未
郡
に
多
し
｡
俗
に
仕
官

の
.#
の
柴
な
-



と
富
ふ
O
稀
に
地
形
の
班
も
川
る
｡

芭

蕉

は
元

磯
七
年

(詑

一毒

旭
鯛
)
に
超
し
て
ゐ
る
か

ら
乙
の
融
蝕
も
常
時
既

往

宥

淡

が

採
掘
ru紅
で
ゐ
た

一

資
料
と
な
ら
う
｡

本
邦
渡
来
の
支
那
脊
籍
中
で
石
炭
に
閥
す
る
記
述
の

あ
る
の
は
本
草
綱
目
で
あ
る
｡
明
の
商
暦
年
申
(諸

に

畑
甜

誓

党
人
李
時
珍
の
撰
定
す
iQ
と
rJ
ろ
の
畠

で

九
食
に
次
の
如
き
が
あ
る
｡

呼
診
H

ポ
茨
即
鳥

企
ポ
上
古
以
″啓
ー中
洲約
二之
荊
抱
H

今
伶
呼
野

-舵

淡

鹿

野
常
州
近
地

時
診
日

和
淡
輔
北
絡
出
庫
彪
亦
多
背
人
不
ー

州政
利
レ
之
希
少
今
川
人

以
代
レ
新
炊
艶
胆
融

鋤
不
E大
鰐

由

利
J土
人

骨盤
レ
山
籍
1
穴
桃
入
十

億
文
相
ー

之
村
.-
大
塊
如
″
至
佃
光
番
.･村
;-
疎
放
如
由

来
額
=;仇

作
二
硫
米

軍
以

1
州

境
i
之
別
仰
入
卜鶴
川
こ
箆
塊

如
l
布
教
.常
人
首
炎
随
舶
土
琴

.

劫
次
]教

脚
此
疎
放
瀬
也

孝
放
校
紳
炎
官
Yf山番
怨
讐
一
山
峻
)期
日
二
光
州

升
】水
練
富
ポ
就
可
レ
輩
然
レ之
雅
レ醜
蜘
耗
申
レ
入
団
勘

雛
触
首
加
赤

燐

‖
ニ
ポ
光
l東
レ
之
鵬
′
舛
不
レ
約
魂
製
革
有
形
総
IE>
郭
村
井
巾
準

)
石
光
.)

1
1は
.似
螺
布
レ市
銀
=_
蹄
似
嚇

野

】
前
端
洞
)
祁
之
西
山
共
之
荊
州
興
閥
州

江
耐
乏
艦
=-
儀
州
=:.･山
城
硫
州
骨
錐
二
盤
次

元

二炊
射
H
並
此
ポ
也
又
布

)

一
柿
石
品
l概
卜
之
粕
レ
骨
吋
二輩
レ卒
論
i
朋革
】誠
崩
れ
,沓
脚
光
右
肘
也

姦

轡

に

於

け

る

古

い
文

献

と
して
は

諦
羅
聯

志
等

を

放
映
民
俗
誌
小
利

掲
げ
得
る
で
あ
ら
う
｡

rJ
れ
は

『
慮
白
旗
濃
五
五
丙
申

年
秋
八
月
至
康
灘
五
六
丁
酋
仲
秋
脱
稿
』
と
あ
る
か
ら

倭
浅
三
才
間
食
に
後
れ
る
五
年
(醐
讐

篭

賛

違
憲

)

で
あ
る
｡
こ
れ
舵
は
次
の
如
き
記
轟
を
見
る
春
が
用
凍

る

0
煤

淡
次
期
寅
昧
如
柵
横
｡
可
代
耕
灼
甚
烈
｡
北
方
多
用
之
｡
川
鵜
縫

(

今
の
菰
陣
)
'
八
戸
門
(今
の
八
尺
門
)繍
山
o
州
停
相
聞
駄
鵜
埴
時
地
織

非
皆
川
之

朝
鮮

に
放
け
る
も
の
は
平
壌
宿
志
～fJ
次
の
如
-
述
べ

て
ゐ
る
○

併
光

三
十
盟
欄
執
脱
に
.27,:=土
あ

少
Q許
都
雑
種
日
-
此
れ
乃
ち
祁
就
也
J

菅
が
北
方
石
淡
を
州
ふ
る
こ
と

を
知
ら
ず
欺
ず
.I(
し
｡
中
城
の
時
に
滞

れ
ば
刑
も
城
中
の
湘
軍
甚
だ
赦
す
右
が
若
烏

余
満
開
を
孝
和
す
る
に

石
･:S
を
造
る
小
な
る
こ
と

一
壁
足
の
如
-
L
t

1
朝

の
食
を
炊
ぐ
共
の

法
認
土
を
削
り
米
土
を
合
し
､
水
を
倒
し
て
泥
と
成
し
､
曝
乾
し
て
之

れ
敬
川
ふ
｡
北
京
は
市
況
を
以
て
大
境
を
基
成
す
O
城
辞
の
時
を
待
っ

て
用
ひ
ん
と
欲
す
る
也
.

北

海
道
に
軌

し

て
は
赤
山
紀
行
は
次
の
如
き
記
事
が

見
え
て
ゐ
る
｡

寛
政
十
一
年

オ
タ
ノ
シ
キ
川
(
釧
路
図
釧
路
淋
)
よ
り
友
に
原
を
見
て
行

け
ば
脱
愈
々
蚊
-
ク
ス
リ
州
迄
は
骨
原
な
り
｡
此
附
妃
石
淡
為
り
.
叉

四
1

四

㌦



地

球

節
二
十
三
谷

非
恐
(
同
閥
同
郡
)
の
附
妊
な
る
シ
ヨ
ン
テ
キ
湖
岸
に
は
磯

の
中
に
も
不

況
解
し
-
絶
べ
て
･1
カ
チ
桝
よ
り
ク
ス
-
励
起
の
内
山
谷
潟
親
と
も
祈

決
な
り
0
今
臆

シ
ラ
ヌ
カ
に
て
石
淡
を

射
り
L
に
坑
内
凡
そ
三
甘
間
に

至
れ
ど
も
ポ
淡
滝
も
誠
-
る
こ
と
な
し
と
首
ふ
O

周
は
左
に
以
上
の

文
献
の

外
及
ぶ
限
み
の
石
炭
に
観

す
る
比
較
的
初
期
の
79
の
と
恩
は
れ
る
79
の
を
列
記
し

てみ
る
｡
以
下
の
考
察
も
此
等
の
文
献
は
依
る
事
が
大

であ
る
｡

大

和
本
草
(
四
紀

1
七
〇
八
)

大
和
本
草
批
正

名
物
六
帖

詐
財
亀
(
一
七

1
四
)

蟹
松
涛
三
綱
〔
1
八
〇

1
)

江
酷
西
遊
日
記
(
一
七
八
八
)

本
州
記
聞
(
1
七
二
九
-

1
八

l
O
)

総
研
要
略
(
)
八
二
二
)

信
波
布
静
銀
(
1
八
三
糾
)

四
囲
軸
物
紀
原

五
胡
小
詑
宋
老
弊
俺
筆
記

串
文
朔
雅
総
基

物
獅
晶
隙
(
1
七
六
三
)

栄
位
全
都
銀
二

八
五
六
)

円
遊
離
紀
(
一
七
八
八
)

倭
訓
莱
二

八
〇
五
)

陶
大
潮
審
(
一
八
三

t
)

垂
耗
秘
錐
(
l
八
五
五
)

太
平
御
鹿

古
今
事
物
粂
智
続
集

白
河
端
敦

三
､

石

炭

の

蔑

見

本
邦
に
於
け
る
石
炭
の
敬
見
に
閥
す
る
文
献
は
見

督

ら
覆
い
が
前
記
の
筑
前
囲
縛
風
土
記
､
大
和
本
草
､

大

鋳
-
班

望

四

二

和
本
革
批
正
､
倭
摸
三
才
園
骨
'
噛
軒
小
錬
､
諸
羅
僻

志
､
間
際
筆
記
等
何
れ
も
西
紀

一
七
〇
〇
年

(邦
紀
二

三
七
〇
年
)
前
後
で
賢
永
､
正
徳
､
享
保
の
始
め
に
既

は
石
衆
の
世
は
知
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
｡

徳
川
も
中
世
と
を
･LL
.
文
化
漸
-
欄
熟
の
頂
に
適
し
､

貝
原
益
軒
､
新
井
白
石
等
の
聾
者
続
出
の
頃
で
あ
る
か

ら
始
め
て
此
の
時
代
に
文
献
が
作
ら
れ
た
も
の
と
も
恩

は
れ
る
が
p
叉
そ
れ
よ
･a
蝕
み
遠
く
を
い
過
去
は
兼
で

聴
兄
n
れ
ね
も
の
と
79
考

へ
ら
れ
る
.

磯
風
に
就
い
て
の
口
碑
の
最
も
古
い
も
の
は
三
池
炭

に
就
い
て
ゞ
あ
る
｡
文
明
元
年
(脚
讐

笑

納
)
三
池
郡

稲
荷
山
に
柴
を
刈
み
枯
発
を
集
め
て
陵
を
取
っ
た
際
､

黒
い
石
塊
に
鮎
火
燃
焼
し
た
の
む
見
て
始
め
て
石
炭
で

あ
る
を
知
つ
ね
と
言
ふ
の
で
あ
る
｡
pJ
の
口
碑
は
畢
在

る
基
数
に
過
ぎ
な
い
と
言
ふ
人
も
あ
tQ
が
､
こ
れ
に
似

た
俸
散
は
よ
-
各
泉
田
に
於
て
古
老
に
聞
か
n
れ
る
｡

筑
豊
泉
田
に
放
て
は
赤
池
泉

磯附
近
の
坊
主
ケ
谷
に
約

二
百
年
前
行
脚
の

一
階
が
打
中
に
露
宿
し
て
焚
火
し
蓋

い
石
塊
の
燃
え
て
恵
奥
を
放
つ
を
児
'
里
人
に
告
げ
た



の
に
依
-
知
ら
れ
'
坊
主
ケ
谷
の
地
名
79
乙
J
に
起
つ

ね
と
輝

へ
て
ゐ
る
.
時
代
は
未
詳
だ
が
常
磐
旋

mほ
於

で
も
白
水
の
谷
の
奥
に
焚
火
を
し
て
韻
石
に
引

火し
な

の
を
見
ね
と
言
ふ
口
碑
が
あ
る
｡
憲
兵
が
あ
る
の
で
唯

野
獣
の
田
畑
を
踏
み
荒
す
の
む
防
ぐ
野
幾
火
と
し
て
焚

-
に
過
ぎ
在
か
つ
ね
と
言
ふ
｡
石
炭
散
見
に
闘
し

て
.J

は
な
い
が
秋
田
の
小
坂
附
近
の
銅
聴
兄
の
口
碑
も
泉
焼

き
を
し
て
銅
の
熔
け
て
木
炭
に
附
著
し
た
の
は
よ
る
と

問
い
充
革
が
あ
る
｡

石
炭
の
教
兄
が
焚
火
に
銅
係
し
わ
俸
訟
'
口
碑
と
L

y
各
地
方
に
あ
る
の
は
池
泉
の
散
見
が
既
の
傷
を
負
う

て
山
中
の
水
沼
に
浴
し
て
ゐ
る
の
む
月
光
に
依
る
と
言

ふ
様
夜
も
の
と
よ
-
似
.
金
閣
的
で
あ
る
の
は
面
白
い
｡

露
頭
が
あ
る
眼
力
最
も
焚
火
に
線
が
あ
る
班
で
あ
る
｡

肥
前
の
高
島
泉
磯
ほ
て
は
穿
永
年
間
(認

諾

蒜

和

議

詣

｣

に
平
月
の
領
民
五
平
太
在
る
も
の
が
封
岸

洗
掘
村
よ
さ
漉
親
し
で
初
め
て
石
炭
を
採
掘
し
附
鑑
の

腹
旺t
に
供
給
し
た
と
言
ふ
｡
石
炭
を

一
名
五
平
太
と
稀

す
る
所
以
で
あ
る
｡

米
紙
民
俗
誼
小
柄

常
磐
泉
田
の
文
章
に
現
れ
tJ
凍
る
両
島
聯
石
塊
郡
不

動
燦
は
於
け
る
炭
層
教
兄
は
此
政
的
新
し
-
安
政
二
年

六
月
で
あ
る
｡
同
郡
大
浦
柑
大
森
片
寄
卒
減
が
蓮
の
傍

ら
木
材
其
の
他
地
方
物
産
の
商
取
引
を
し
､
江
戸
の
明

石
屋
こ
と
涯
蓮
治
術
門
と
社
役
し
て
ゐ
ね
｡
潜
時
米
触

凍
杭
等
が
あ
-
石
炭
の
債
値
が
漸
や
-
世
人
に
重
要
親

さ
れ
'
古
老
に
磐
城
問
に
石
炭
の
あ
る
を
樽
間
し
､
散

見
し
ょ
う
と
狂
意
し
て
ゐ
カ
｡
カ
曾
カ
ま
卒
町
南
の
新

川
の
橋
を
渡
る
時
馬
上
よ
･Jl
川
底
に
薫
5'石
炭
塊
ら
し

さ
79
の
な
み
つ
け
明
石
屋
の
鑑
定
を
受
け
愈
々
石
茨
在

る
事
を
確
め
'
下
流
に
あ
る
79
の
必
ず
上
流
に
あ
わ
と

L
t
不
動
輝
の
渓
谷
で
始
め
て
露
頭
を
教
見
す
る
に
至

つ
カ
と
言
ふ
｡
炭
層
を
探
す
時
事
掘
み
の
道
具
と
し
て

｢
つ
-
L
L
を
も
っ
て
行
っ
た
と
言
ふ
が
石
炭
を
掘
る
と

言
ふ
革
か
ら
地
中
を
寧
据
わ
の
如
-
し
て
探
す
束
で
は

孜
か
つ
た
か
と
言
ふ
人
も
あ
る
｡
熟
し
既
は
石
炭
の
存

在
は
口
碑
に
の
ぼ
っ
て
ゐ
ね
｡

石
炭
発
見
に
就
い
て
は
斯
の
如
-
種
々
の
口
碑
は
あ

る
が
正
確
夜
番
兄
の
時
代
及
び
模
様
は
知
ら
れ
て
ゐ
在

望

四
三



'誹; -- l.I,i:.I

'hdi'懲淡 川に現存す乙ぶ王府房統

節
二
十
三
番

い

｡

略
々
前
省と
文
献
に
の
ぼ
る
lM
恕
+.
七
C
O
年
以
前
と

想
定
す
る
外
は
な
い
≠
帖
に
あ
る
U
外
閥
に
於
て
は
仰

紀
前
一二
七

lJ
-
二
八
八
年
に
於
て
比
に
T
h
eophrastu
s

の
潜
O
n

Stone
に

S
pin
u
sと
し
て
現
れ
て
む
る
由
で

あ
る
)

西
紀

41
1
二
一一群
に
は
瑞
泡
の
W
u
rm
R
evi
er

に
放
て
'
又

-.
山
九
八
年
に
は
山
.q
苑
の

Li
か
ge附
虹

節

tL
班

琵

朋
M

に
於
て
班
に
ポ
汲
鶴
業
が
始
め
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
い
｡

四
､
石

炭

の

名

構

'{
炭
の
文
や
は
れ
淡
に
舶
す
る
文
献
の
嶺
行
さ
れ
た

常
時
比
に
仙
川
r,れ
て
む
る
｡
本
咋
綱
目
に
は
時
診
H

と
し
て
和
泉
の
文
･;+
が
見

え
'
本
邦
に
て
は
大
和
木
下

に
桁
数
と
.叩
い
て

｢
も
え
い
L
L

と
譲
9
<
せ
て
ゐ
る
｡

倭
撲
三
才
間
食

に
79
和
泉
の
文
･)+
が
あ
る
が

｢
い
し
す

み
｣
TU
訓
し
て
ゐ
る
.
こ
の
外
物
赦
晶
偶
､
本
滞
納
日

揮
宕
'
木
滞
納
7
日.E
日
､
t=
河
燕
鵠
等

に
削
る
ポ
淡
に

も

r
い
し
す
み
｣

久
は

r
79
え
い
L

L

r
か
ら
す

い
L

J

と
訓
す
る
の
み
で

あ

る
.
m
m
博
iJ
に

伐
れ
ば
此
初
に

I.せ
き
わ
ん
L
と
.L･:;
放
た
鞄

へ
LJ
の
は
耐
紅

1.
七
七
1.3年

の
li公
根
･芯
に

於
け
る
木
内
小
繋
で
あ
る
と
･']･∵
ftO
小
娘

の
異
名
は
又
非
常
に
多
-
*
地
〃
に
依
っ
て
典
な
る
は

勿
論
､
炭
照
に
位
-
又
は
魂
の
大
小
に
依
っ
て
綿
々
川

い
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
｡
支
那
に
て
は
硯
和
も
煉
炭
の

文
･:L
を
l州
い
る
如
-
大
工
聞
物
等
の
ttM
紅

L.
七
七

■.
布

e
=に
は
媒
淡
'
石
里
…､
出

炭
､
化
石

､
烏
金
石
の
外
石
衣



に
｢
い
し
ず
み
｣
及
び
｢
シ

ッ
ク
ン
｣
と
訓
し
て
ゐ
る
｡

カ
少
マリ

ク
ダケ

r[ノゴト
キ

天
工
開
物
に
は
『
煤
有
三
種
､
有

明

煤

､
砕

煤

'
兼

煤

』

と
あ
る
が
石
炭
塊
の
大
小
に
依
っ
て
名
づ
け
た
も
の
で

あ
ら
う
｡
大
和
本
草
に
は
石
炭
を

｢
も
え
い
し
｣
と
訓

ず
る
外

『
す
-
も
と
訓
ず
る
龍
あ
与
､
非
レ
是
､
す
-
ち

は
別
也
』
と
あ
る
｡
常
時
す
-
も
と
製
栴
し

た
も
の
も

あ
っ
写
り
し
い
｡
大
和
本
草
批
正
の
金
玉
土
石
の
項
石

炭
に
次
の
如
き
説
明
が
あ
る
｡

も
え

いし
.
あ

ぶ
ら

い

し
､
い
つ
き

'
う
に
'
伊
数
､
長
門
､
筑
前
よ

り
初
め
て
糾
す
｡

か
げ
出
に
は
必
ず
産
す
と
言
ふ
O
末
.IJ
,開
梱
に
=附
加

を
黍
-
分

つ
.
梱
あ
り
へ沌
あ
り
'
烈
-
し
て
漆

の
如
Y
光
あ
る
あ

り
｡

袖
色
を
称
ぶ
る
あ
り
O
伊
製

に
て
い
し
う
に
､
ち
i.
み
う
に
､

つ
も
う

に
'
わ
た
う
に
､
き
う
に
'
竹
う
に
韓

の
名
を
分

つ
｡
背
紋
ま
で
分

つ

な
り
｡

本
草
綱
目
酵
蒙
に
は
か
ら
す
い
し
.
い
は
き
(長
州
)
'

た
き
い
し
､
も
え
い
し
､
ひ
し
ず
み
'
い
は
し
ば

(筑

前
)
.掲
石
､
う
に
(伊
州
)
'
う
じ
(
江
州
)'
あ
ぶ
ら
5,

し
(絡
州
)等
の
地
方
別
の
名
種
を
拳
げ
で
ゐ
る
｡
本
草

綱
目
品
目
の
石
炭
の
項
に
も
か
ら
す
い
し
､

い
し
ず
み

と
二
つ
の
訓
を
輿

へ
『
す
-
79
と
訓
ず
る
は
非
夜
か
Q

米
紙
民
俗
誌
小
柄

然
石
』
と
あ
る
｡

然

し
倭
漆
三
才
間
食
の
燃
石

(
も
ゆ

る
い
し
)
の
頃
に
は

Hめ
･･=LrL

『
本
納
蝕

-G
預
串
布
前

非
ポ
両
班
疎
以
レ
水
槽
レ
佃
熱
可
二
以
55.:ア鼎
軒
別

Lg:軌
約
二
之
触
石
)高
安
亦
布
レ
之
孜
燃
和
布
常
ポ

弼
熔
解
鵜
二
石
火

.不
レ

同
』

と

あ

る
か
ら
必
ず
し
も
何
れ
も
現
在
の
石
炭
を
種
し
わ

か
否
か
は
不
明
夜
鮎
が
あ
る
｡
然
し
筑
前
団
結
風
土
記

に
.あ
る
燃
石
は
明
ら
か
に
石
炭
で
あ
ら
う
｡
裏
板
志
に

掲
げ
で
あ
る
名
稲
を
拾

へ
ば
を
土
石

(登

別
典
酢
)､
ウ

う
に

ニ
(芭
蕉
の
句
に
は
霊
丹
と
あ
る
)(伊
賓
上
野
)
､
ウ
シ

(
近
江
開
架
太
郎
岩
根
付
)
､
荷
は
士
ウ
シ
'
水
ウ
シ
と

は
分
け
て
ゐ
る
｡
岩
木
(
近
江
閣
甲
褒
郡
鎌
掛
村
)
は
果

し
て
石
炭
を
術
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
｡
か
ら
す
石

と
は
長
門
固
触
木
村
で
､
石
ず
み
と
は
丹
後
問
で
冨
払
､

近
江
間
葉
太
郎
で
は
又
ヅ
ク
モ
と
い
ふ
物
が
あ
わ
､

｢土
中
に

ツ
ク
モ
と
い

ふ
物
あ
-

｡
火
炎
の
塊
な
る
も

の
に
て土
の
.ど

と
L
Q
新
に
川
,Ll
｡
ポ
･:桝
と
同
種
な
り
L

と

あ
る
｡

こ

れ

も
基

し

て現
在

の

石
炭
と
同

1
瓶
し
て

い
ゝ
で
あ
ら
う
か
疑
在

きを
得
な
い
｡
発
芭
堂
都
銀
に

は
五
平
太
が
敢
初
掘
-
出
し
た
の
で
五
平
太
と
科
し
た

四
斌

四
託



他

流

節
二
十
三
容

と
あ
カ
.

常
磐
地
方
に
は
童
-

｢
-
ん
の
う
fJ
う
｣

と

栴
し
た
と
口
碑
に
あ
る
｡

五
､
石

炭

の

分

布

主
と
し
て
以
上
掲
載
の
文
献
に
依
-1
明
治
以
前
の
古

い
泉
田
を
畢
げ
れ
ば
次
表
の
如
-
ほ
在
る
｡

l
､
筑
前

槻
速
兜
郡

'
故
事
郡

､
纂
腕
邦
'
砧
没
却
､
京
俊
邦
､
粕
尾

の
山

(
西
紀

l
七
〇
二
筑
前
図
総
風
土
紺
､
四
紀

1
七
六
三
物
知

日=-
捕
)

1
､
宗
像
郷
緋
関
の
妃
池
､
辿
袈
郷
脊
月
村
(
1
七
八
八
㌧
四
迷
郊
紀
)

1
'
銑
前
脚
舶
幡
村

(
1
七

二

億
洪
三
才
樹
骨
､

1
七
七
二
賀
脱
藩

前
約
'

一
八
〇
二
本
草
綱
目
停
栄
)

2
､
長
門
舟
木
村

(
一
七

二

倭
決
三
才
樹
骨
､

1
七
七
二
蛋
根
志
前

節
､

一
八
〇
二
本
草
加
日
砕
米
'

1
七
1
五
例
際
筆
記
)

3
､
丹
後
(
一
七
七
二
零
根
怒
前
節
)

4
､
仰
兜
固
上
野
(
同
前
)

5
､
弟
狼
図
本
北
都
怨
老
村
(
同
前
)

6
､
州
桜
餅
鎌
倉
油
井
坊
(
同
前
､
放
流

1
八
〇
二
本
草
別
口
啓
蒙
)

7
､
近
江
助
即
製
珊
鎌
掛
村
(
1
七
七
二
蟹
収
志
前
編
)

8
､
妃
江
樹
光
太
郎
山方
根
村
(
同
前
)

9
㌧
上
野
五
料
(同
前
'
不
明
に
就
き
樹
に
.TtjrL1
人
せ
ず
)

10
､
越
中
放
出
(同
前
)

11
､
紀
州
熊
野
(
同
前
)

節

7
雛

男

四
六

12
'
伊
勢
(同
前
)

13
､
志
摩
(同
前
)

14
､
銃
後
閥
三
池
那
平
野
=_
及
戸
岡
山
(
1
八
〇
1
電
板
志
三
流
)

1
.
城
州
神
栄
郡
木
骨
山
(
同
前
)

16
､
僻
後
腹
蚊
虫
の
後
の
山
(同
前
)

17
､
淡
路
洲
本
(
同
前
)

18
､
土
佐
菅
川
部
伊
野
の
川
(
同
前
)

う
ぷ
し
な

1
.
砂
州

t
患
部
1.･IE
茶
席
'
同
国
殿
打
ち
同

産

晶

材

(
同
前
)

19
､
尾
州
知
多
那
小
河
村
､
栄
作
村
､
同
氷
山
(同
前
)

20
､
江
州
石
部
山
(
同
前
)

5
.
磯
州
御
轍
月
曽
山
､
同
牧
関
村
(
同
前
)

21
.
周
防
幽
本
山
(
同
前
)

き
･b
.I

4
､
伊
虫
的
伊
兜
郷
古
山
村
-
同
紳
戸
村

零

崎

山
'
同
阿
部
邸
久
米
村

岡
菅
羽
村
､
鳥
が
庶
村
､
同
山
的
郡
山
中
村
､
岡
田
山
村
(
同
前
)

22
'
奥
州
筒
部
(
1
八
〇
二
本
帯
鋼
自
称
蒙
)

2
.
加
州
白
山
(
同
前
)

12
､
伊
州
(同
前
)

2
.
信
州
(同
前
t

l
七
六
三
物
朔
品
幡
)

25
'
利
州
(
1
八
〇
二
本
等
細
目
椿
毅
)

16
'
備
後
(
同
前

)

甲
.
鞄
州
(
同
前
)

27
､
肥
前
(
自
河
瀬
献
)

5
､
典
故
(
t
七
六
三
物
獅
晶
陪
)



28
､
大
和
水
谷
(
同
前
)

29
､
下
組
銚
子
の
浦
野
ケ
祇

(放
流

1
八
〇
二
本
草
細
目
停
毅
)

30
'
紀
州
故
の
宮
(
同
前
)

15
'
城
州
木
枠
川
(
同
前
)

31
､
S
鵜
純
(
1
七

二
ハ
1

1
七
一
七
諦
経
略
志
)

31
､
八
声
門
(
同
前
)

3
'
オ
タ
ノ
シ
キ
州
､
ク
ス
リ
川
､
シ
ヨ
ン
テ
キ
海
岸
'
ト
カ
チ
鶴
よ

り
ク
ス
夕
鶴
ま
で
の
山
谷
､
悔
･.g
(
1
七
九
九
赤
山
紀
行
)

33
､
日
和
(
同
前
)

34
'
後
志
関
山祈
内
部
カ
ヤ
ヌ
マ
淡
=I
(
1
八
五
六
)

35
､
磐
城
図
.j<;
郷
村
不
御
控
(
1
八
五
五
)

36
､
常

陸
閥
前
非
村
(
1
八
五
三
)

之
等
を
西

紀

一
九

三
二
年

地
質
調
査
所
蔵
行
目
本
地

質
鋸
塵
誌
日
本
炭
田
分
布
図
に
照
合
す
る
薦
め
同

山
地

間
に
記
入
し
て
み
る
の
は
石
狩
炭
田
と
樺
太
譜
炭
刑
を

除
-
以
外
は
殆
ん
ど
皆
育
-
其
の
存
在
を
知
ら
れ
て
ゐ

カ
の
恕
窺
ふ
rJ
と
が
出
凍
る
｡
殊
に
九
州
の
譜
炭
田
及

び
長
門
の
宇
部
泉
田
は
早
-
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し

い
O
現
在
殆
ん
ど
注
意
せ
ら
れ
在

い
伊
賀
泉
田
が
宙
-

か
ら
よ
-
知
ら
れ
て
ゐ
カ
の
は
近
畿
の
文
化
地
帯
に
近

か
つ
発
光
め
で
も
あ
ら
う
か
｡
閥
兼
の
諾
海
岸
に
漂
流

す
る
石
炭
の
注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
ろ
の
は
附
近
の
第
三
紀

層
は
褐
炭
の
薄
層
が
爽
有
さ
れ
て
ゐ
る
食
め
侵
蝕
は
依

っ
て
漂
流
し
た
か
ら
で
あ
ら
う
と
岡
田
博
士
は
言
は
れ

で
ゐ
る
.
熟
し
荷
ほ
此
等
の
文
献
に
で
叶
ゐ
る
地
名
で

石
炭
の
存
在
の
疑
は
し
い
の
が
相
菅
に
あ
る
｡
槻
木
の

如
き
も
混
同
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

い
か
と
恩
は
れ
る
｡

(未
完
)

…次
破
拭
放
謎
小
柄


